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特集命を守るために

近
年
、
毎
年
の
如
く
激
甚
化
し
て
い
る
自
然
災
害
。
昨
年
も「
九
州
北
部
豪
雨
」が
発
生
し
、

私
た
ち
が
暮
ら
す
筑
豊
地
区
の
添
田
町
で
、
大
き
な
恐
怖
と
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

「
も
し
も
」の
時
に
、
自
分
や
大
切
な
人
を
守
る
た
め
に
は
、
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
…

昨
年
の
豪
雨
に
よ
り
添
田
町
で
発
生
し
た
土
砂
災
害
の
現
場
で
指
揮
を
執
っ
た

田
川
地
区
消
防
署 
本
署
中
隊
の
立
花
慶
朗 

中
隊
長
に
お
話
し
を
伺
い
ま
し
た
。

過去の悲劇と教訓を忘れぬように

「福智町防災の日」

予
想
を
上
回
る
　
　 

が
襲
っ
た
。

田川地区消防署 本署中隊 中隊長

立花 慶朗 氏

1長さ20ｍ以上の木が倒れて道路
をふさいだ、国道500号の中河原
町バス停付近で発生した土砂災害。
2罹災建物の裏にある小さな川に
土砂が流れ込み、その土砂がさら
に広範囲で流れ込み本流の彦山川
にも流入。3日田彦山線の線路土
手が全て流され、宙に浮いた線路。↑ＪＲ日田彦山線・彦山駅付近の川が九州北部豪雨で氾濫。

昨年発生した添田町庄での土砂
災害では本署中隊長として、令
和３年添田町落合地区の土砂災
害では消防隊長として現場活動
の指揮を担当。平成21年の弁城
地区の土砂災害時は警防課指令
室（現指令課）での任務を遂行。

　

昨
年
、
７
月
８
日
か
ら
11
日
か
け
て

予
想
を
上
回
る
豪
雨
が
九
州
北
部
を

襲
い
ま
し
た
。
添
田
町
で
は
、
９
日
の

夜
に
か
け
て
降
雨
と
小
康
状
態
を
繰

り
返
す
状
態
が
続
き
ま
し
た
が
、
10

日
の
２
時
頃
か
ら
非
常
に
激
し
い
雨

が
降
り
出
し
ま
す
。
添
田
観
測
所
で

は
４
時
か
ら
の
１
時
間
雨
量
37
・
５
㎜

を
観
測
。
英
彦
山
で
は
、
10
日
の
10

時
に
24
時
間
降
水
量
の
日
最
大
値
は

観
測
史
上
最
も
多
い
４
２
３
㎜
を
記
録

し
ま
し
た
。
こ
の
時
、
町
は
気
象
庁
な

ど
か
ら
発
表
さ
れ
る
気
象
情
報
を
基

に
町
内
全
域
に
警
戒
レ
ベ
ル
４「
避
難

指
示
」を
発
令
し
ま
す
。
さ
ら
に
降
り

や
ま
な
い
雨
に
７
時
20
分
、
大
雨
特
別

警
報
が
発
表
さ
れ
た
こ
と
か
ら
警
戒

　平成21年７月中国・九州北部豪雨により本町に大
きな被害をもたらした災害の体験と教訓を永久に忘
れることのないよう町民一人ひとりが様々な災害に
ついての防災意識を高めるとともに、町は町民との
協働により災害に対する備えを充分に強化し、安全
で安心なまちづくりを推進するために７月24日を
「福智町防災の日」と定めました。我々はこの条例に
基づき身辺及び地域の安全確認や防災知識の習得
に努めて地域防災力を高
め、一人ひとりが危機
感をもって防災に取り
組むことが重要です。

必
要
な
住
居
の
位
置
、
近
所
の
目
印
の

確
認
や
災
害
時
、
家
の
中
の
避
難
場

所
を
決
め
る
こ
と
な
ど
も「
備
え
」の

一
つ
。
命
に
代
え
ら
れ
る
も
の
は
あ
り

ま
せ
ん
。
自
分
や
大
切
な
人
の
命
を
守

る
た
め
、
事
前
に
最
悪
の
場
合
を
想
定

し「
備
え
、考
え
る
こ
と
」が
重
要
で
す
。

　

災
害
時
、
情
報
の
伝
達
と
共
有
は
と

て
も
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
高
齢
者

や
病
気
の
か
た
な
ど
、
す
ぐ
に
避
難
で

き
な
い
人
も
い
ま
す
。
事
前
に
避
難
経

路
や
連
絡
網
の
確
認
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
構
築
、
行
政
、
公
的
機
関
と
の

情
報
交
換
を
行
う
こ
と
で
助
か
る
可
能

性
が
高
ま
り
ま
す
。

　
「
共
助
を
高
め
る
＝
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
活
性
化
」に
な
る
と
、
私
は
考

え
て
い
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
時
は
、
人

と
の
つ
な
が
り
が
み
な
さ
ん
を
災
害
か

ら
守
り
ま
す
。
災
害
が
多
発
し
て
い
る

今
、
地
域
と
の
つ
な
が
り「
共
助
」を

考
え
、
一
人
ひ
と
り
が
防
災
意
識
を
持

つ
こ
と
で「
自
助
」を
高
め
る
こ
と
が

重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
み
な
さ
ん
が

防
災
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
で
、
我
々

も
い
ろ
ん
な
場
面
で
ス
ム
ー
ズ
に
救
助

活
動
が
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

我
々
と
み
な
さ
ん
は
、
い
つ
く
る
か

わ
か
ら
な
い
自
然
災
害
か
ら
命
を
守

る
た
め
に
と
も
に
助
け
合
い
な
が
ら

立
ち
向
か
わ
な
い
と
い
け
な
い
の
で
す
。

レ
ベ
ル
５「
緊
急
安
全
確
保
」を
発
令
。

添
田
町
内
に
あ
る
９
箇
所
の
避
難
所

に
最
大
１
２
１
人
が
避
難
し
ま
し
た
。

こ
の
豪
雨
で
土
砂
崩
れ
に
よ
る
孤
立
集

落
の
発
生
や
、
尊
い
命
が
失
わ
れ
る
な

ど
、
想
定
を
絶
す
る
恐
怖
を
味
わ
い

ま
し
た
。

　

災
害
時
は
必
ず
パ
ニ
ッ
ク
状
態
に
な

り
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
わ
か
ら
な

く
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
態
に
な

る
の
は
当
た
り
前
。
災
害
時
で
は
、
小

さ
な
行
動
が
生
死
を
分
け
ま
す
。
慌

て
ず
、
ス
ム
ー
ズ
に
行
動
で
き
る
よ
う

に
す
る
た
め
に
は
、
日
頃
の「
備
え
」

が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
備
蓄
を

準
備
す
る
こ
と
だ
け
が「
備
え
」で
は

な
く
、
救
助
活
動
を
依
頼
す
る
時
に

突
然
の
豪
雨
が
町
を
襲
う

想
定
を
超
え
る
雨
量
と
恐
怖

「
災
害
時
は
焦
っ
て
当
然
」

事
前
に
知
る
こ
と
の
大
切
さ

防
災
か
ら
地
域
活
性
化
へ

広
げ
高
め
る
防
災
意
識

→「防災の日」を定めた石碑

↓
国
道
５
０
０
号
の
鍛
冶
屋
町
バ
ス
停
付
近
で
発
生
し
た
土
砂
災
害
が
道
を
寸
断
。

↑
豪
雨
で
流
さ
れ
た
桜
橋
付
近
の
護
岸
。
国
土
交
通
省
に
よ
る

懸
命
な
復
旧
作
業
で
仮
復
旧
工
事
は
、
わ
ず
か
７
日
間
で
終
了
。

７月24日は

豪
雨


